
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 24 年 3 月 26 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，経済新聞記事に含まれる企業業績に関する記事から，その業績要因を自動的に
抽出し，さらに，抽出した業績要因に対して当該企業業績に対する重要度を自動的に付与する
ことで，抽出した業績要因を投資判断の支援だけでなく，景気予測，技術動向予測などの用途
に使用することのできる情報に変換することを目的とした．そして，業績要因表現を抽出する
既提案手法を改善するために抽出した企業の Web サイトから当該企業にとって重要なキーワー
ドを利用して業績要因に対して重要度を付与し，その重要度に基づいて最も重要な業績要因の
自動判定を行った．評価の結果，本手法は 77.3％の正解率を達成し，業績発表記事において２
番目に出現する文を最重要の業績要因として判定する Lead(s2)手法や，業績発表記事において
最初に抽出される業績要因を最重要の業績要因として判定する Lead(ce)手法より高い正解率
を達成した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have developed a method of extracting causal expressions from Japanese financial 
articles concerning business performance of companies and assigning importance to them 
automatically. Causal expressions assigned importance are useful for investors in 
selecting companies to invest, business prediction, and technology-trends prediction.  
Our method automatically extracted causal information as a form of causal expression 

by using statistical information and initial clue expressions. We extracted keywords from 
Web sites of the companies and improved the previous method by using them. Moreover, our 
method automatically determined the most important causal expression by using these 
keywords extracted from Web sites of the companies. 
We evaluated our method and it attained 77.3% accuracy and the experimental results 

showed that our method outperforms Lead(s2) method which determines the sentence which 
appears in the 2nd in an article concerning business performance of companies as the most 
important causal expression and Lead(ce) method which determines a causal expression  
first extracted from an article concerning business performance of companies as the most 
important causal expression. 
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初，人工知能分野の手法や技術

を，金融市場における様々な場面に応用する
ことが期待されており，例えば，膨大な金融
情報を分析して投資判断の支援をする技術
が注目されていた．さらに，当時，個人投資
家からの証券口座の開設の申し込みが急増
しており，証券市場における個人投資家の比
重が高まっていた．そのため，個人投資家に
対して投資判断の支援をおこなう技術の必
要性が高まっていた．そのような背景のもと，
第 22 回人工知能学会全国大会において「フ
ァイナンスにおける人工知能応用」のセッシ
ョ ン が 設 け ら れ ， ま た ， 4th IFIP 
International Conference on Artificial 
Intelligence Applications and Innovations 
(AIAI 2007) においては AI in Business and 
Finance のセッションが設けられるなど，注
目が集まっていた．  
適切な投資判断のために，企業の業績に関

する情報を収集することは重要なことであ
る．また，企業にとっても，同業他社の業績
を分析することは企業経営において重要で
ある．ここで，企業業績の分析において，業
績情報と同等に，その業績要因（例えば「電
子デバイスの売り上げが好調」）が重要であ
る．なぜなら，業績拡大の要因が，その企業
の事業が好調であるならば株価への影響は
大きいが，株式売却益の計上などの一時的な
利益の計上が要因であるならば株価への影
響は軽微であるからである．しかし，証券市
場の上場企業数は東証だけでも 2008 年 9 月
現在で 2,400 社と多いうえに，近年では年に
4 回の決算発表がある．さらに，大幅な業績
の修正を行う場合にも業績修正発表を行う
必要があるため，多くの上場企業の業績発表
を分析し，その業績要因を取得するのには多

大な労力を要する．さらに取得した業績要因
を分析して重要性を判定するには，その企業
に関する詳細な知識が必要になり，高度な専
門知識がない個人投資家にとっては非常に
困難な作業である．そこで，投資判断支援を
行うための技術の一環として，業績要因自動
抽出・重要度付与技術についての研究を開始
した． 
 
２．研究の目的 
本研究では，経済新聞記事に含まれる企業

業績に関する記事から，その業績要因を自動
的に抽出し，さらに，抽出した業績要因に対
して当該企業業績に対する重要度を自動的
に付与し，抽出した業績要因を投資判断の支
援だけでなく，景気予測，技術動向予測など
の用途に使用することのできる情報に変換
することを目的に推進した．例えば，図 1 の
例では「ＮＡＮＤ型フラッシュメモリーなど
が順調だった」という部分を業績要因として
抽出し，さらに，それを東芝の事業と関連す
る業績要因として認識することで高い重要
度を付与し，一方，「償却負担が増加した」
といった一時的な要因であったならば低い
重要度を付与することを目的とする．具体的
には，まず，抽出すべき業績要因を「共通頻
出表現」と「手がかり表現」に汎化し，この
2 つの表現を自動的に抽出することで業績要
因抽出を行った．次に，業績要因に含まれる
単語や企業の Web ページの統計情報を使用
することで重要度付与を行った．現状では業
績要因の分析は，業界に精通した専門のアナ
リストが行っており，人手で行う場合でも難
しいタスクであるが，本研究により自動的に
業績要因を抽出し，重要度を付与することが
できれば，高度な専門知識がない個人投資家
に対する投資判断支援を行うための有用な

 東芝が二十九日発表した二〇〇二年十 十二月期連結決算は、最終損益が六十―
 八億円の赤字だった。  .....  十 十二月期の売上高は前年同期比八％増の一兆―
 三千百四十三億円。  デジタルカメラの販売増やカメラ付き携帯電話の
 普及で、ＮＡＮＤ型フラッシュメモリーなどが順調だった。 .....

 東芝１０ １２月、最終赤字が縮小、６８億円 半導体リストラ奏功。― ―  

業績要因
 （重要度：★★★★★）

 



情報源になることが期待できる． 
 
３．研究の方法 
本研究では 3年間(H21～H23)で以下の 3つの
技術について研究を推進した． 
(1) 経済新聞記事集合から企業の業績発表

記事を認定し，その中から業績要因を識
別して抽出する技術： 特に再現率の向
上について取り組む． 

(2) 抽出した業績要因が，その企業の事業と
関連があるかどうかを自動的に判定す
る技術： 例えば，「リストラ費用が増加」
「償却負担が増加」といった一時的な要
因と，事業に関連がある要因を分類する． 

(3) 業績要因に対して重要度を付与する技
術： 上記で事業に関連があると判定さ
れた業績要因に対して，その企業の事業
との関連に応じて重要度を付与する． 

 
４．研究成果 
本研究を推進した結果、以下に示す成果が

得られた。 

(1) 経済新聞記事集合から企業の業績発表記
事を認定し，その中から業績要因を識別
して抽出する技術：企業の業績発表記事
から業績要因表現を抽出する既提案手法
の改良を行った。既提案手法の業績要因
表現の抽出手法では，抽出すべき業績要
因を「共通頻出表現」と「手がかり表現」
の２つの表現で構成される形態素列と定
義した．しかしながら，共通頻出表現は，
異なった業績要因に対して共通して頻出
する形態素列と定義された表現（「売り上
げ」等）であり，「靴向け人工皮革も伸び
悩んだ。」のように，その企業にとって重
要なキーワード（この例では「人工皮革」）
を含みつつ，共通頻出表現を含まない業
績要因を抽出することができなかった．
そこで，ある企業の業績発表記事から業
績要因を抽出する際に，その企業の Web
サイトから当該企業にとって重要なキー
ワードを抽出し，それを共通頻出表現と
して使用することで，既提案手法では抽
出できなかった業績要因を抽出できるよ
うな手法を追加した．この改良によって，
既提案手法の再現率は 67.1%であるが，
改良手法の再現率は 73.7%であり，既提
案手法では抽出できなかった業績要因が
抽出できるようになった。 

(2) 抽出した業績要因が，その企業の事業と
関連があるかどうかを自動的に判定する
技術：業績要因に重要度を付与する前処
理として，業績要因が当該企業の本業と
関連があるか否かで分類する手法を開発
した．分類には SVM を使用し，素性とし
て形態素のユニグラム，バイグラムを使

用した．評価実験の結果，正解率 95.3%
を達成し，良好な結果を得た．また，イ
ベントスタディ法に基づく分析によって，
業績要因を含む業績発表記事が株式市場
に対し影響を与えている可能性があるこ
とが示された． 

(3) 業績要因に対して重要度を付与する技
術：企業の業績発表記事から抽出した業
績要因表現に対して重要度を付与する手
法の開発を行った．例えば，「三菱電機」
は多くの事業を行っているが，会社四季
報によれば，三菱電機の特色欄に「ＦＡ
が収益柱」という記述がある．そのため，
三菱電機の業績要因としてＦＡ（ファク
トリーオートメーション）が好調（もし
くは不振）であれば，投資判断を行うう
えで重要な情報となる．しかし，個人投
資家が必ずしも多くの企業の主力事業を
熟知しているわけではない．そこで，既
提案手法を改善するために抽出した企業
の Web サイトから当該企業にとって重要
なキーワードを利用して業績要因に対し
て重要度を付与し，その重要度に基づい
て最も重要な業績要因の自動判定を行っ
た．評価の結果，本手法は 77.3％の正解
率を達成し，業績発表記事において２番
目に出現する文を最重要の業績要因とし
て判定する Lead(s2)手法や，業績発表記
事において最初に抽出される業績要因を
最重要の業績要因として判定する
Lead(ce)手法より高い正解率を達成した． 

(4) 業績要因への極性付与手法の有効性の検
証： 我々は既に予備的検討として，業績
発表記事から抽出した業績要因に対して
業績に関する極性（ポジティブ，ネガテ
ィブ）を付与する技術を開発していたが，
開発した手法と様々な既存手法との比較
実験を実施した．その結果，既存手法に
比べて大幅に性能が向上しており，開発
した極性付与手法の効果を確認すること
ができた．業績要因表現は複数の文節で
構成されるため，同一の表現が業績発表
記事集合中に出現しない．そのため，特
定の語との共起頻度を使用する既存手法
では精度の高い極性付与は困難であり，
比較実験でもそのことが示された．開発
した手法では，業績要因表現を手がかり
表現（が好調等）と共通頻出表現（売り
上げ等）の対に簡略化することで，上記
の問題点を解決した． 

(5) 製品特徴情報の製品発表プレスリリース
からの抽出手法の開発：本研究では，製
品発表プレスリリースから「高画質を実
現しました。」といった，製品特徴の情報
を含む文を抽出する手法を開発した．製



品発表に関するプレスリリースに含まれ
る，その製品の特徴に関する情報は，製
品のトレンド分析や企業の開発方針の決
定等において重要な情報となり，また，
技術動向予測や投資判断支援のための情
報としても有用である．抽出には「実現
しました。」といった手がかり表現を使用
するが，本研究では数多くの手がかり表
現を製品発表プレスリリースから自動的
に獲得した．また，手がかり表現を自動
的に獲得する際に同時に獲得される共通
頻出表現（「操作性」など）を使用するこ
とで，製品発表プレスリリースでは頻出
する体言止めで表される製品特徴文の抽
出も可能とした．手がかり表現を自動的
に獲得する際に，「発売します。」といっ
た不適切な手がかり表現が獲得されるこ
とを防ぐために，不適切な手がかり表現
をも自動的に獲得することで，不適切な
手がかり表現のリストを作成し，それら
が手がかり表現として獲得されることを
防ぐことができた．評価の結果，精度
78.4%，再現率 62.9%であり，不適切な手
がかり表現の除去を行わない手法に比べ
て精度が向上した． 
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